
１ 

 

平成３０年度第２回那珂市総合教育会議 議事録 

 

１ 日 時  平成３１年２月２５日（火） 

午前１０時００分～午後０時１０分 

 

２ 場 所  那珂市役所５階５０２・５０３会議室 

 

３ 出席者 

（構成員） 市長    先﨑 光    教育委員 中澤 明      

教育委員  住谷 光一   教育委員 小笠原 聖華    

教育長   大縄 久雄 

 

（事務局）【総務部 総務課】 

総務部総務課長 渡邊 荘一 

課長補佐（総括） 海野 直人 

課長補佐（総務グループ長） 小泉 友哉 

総務グループ主幹 齋藤 哲生 

【教育委員会教育部 学校教育課 指導室】 

教育部長 高橋 秀貴 

教育部学校教育課長 小橋 聡子 

副参事兼指導室長 沼田 義博 

【教育委員会教育部 生涯学習課】 

生涯学習課長 髙安 正紀 

課長補佐（総括） 萩野谷 智通 

国体推進室長 綿引 勝也 

 

４ 会議次第 

１ 開 会 

 ２ 市長あいさつ 

 ３ 市長、教育長及び教育委員による意見交換 

 ４ 協議事項 

  （１）那珂市教育大綱（案）について 

  （２）那珂市教育大綱の進捗状況について 

    ※全体説明（学校教育課長、生涯学習課長） 

※各種取り組みについてプレゼンテーション 

 ５ その他 

 ６ 閉 会 

 

５ 内 容 

渡邊総務課長： ただいまから平成３０年度第２回那珂市総合教育会議を開催い
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たします。 

本日の会議進行でございますが、お手元の次第をご覧いただきた

いのですが、今回、新しく那珂市長として先﨑市長が就任いたし

ましたので、まずは市長のあいさつの後に市長と教育委員の意見

交換、フリートーキング形式で市長の考えや教育委員の意見など

を自由にお話いただきましてから、協議事項の教育大綱（案）の

審議及び教育大綱の進捗状況の説明に入りたいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

さて、この総合教育会議の趣旨は、市長と教育委員会が十分な意

思疎通を図り、那珂市の教育に係る課題、目指す姿などを共有し

ながら同じ方向性のもとで、連携して効果的な教育行政を推進す

るというものでございます。 

そこでまず、前段に、先﨑市長から、あいさつを含めて教育行政

に対する思いを述べてもらいまして、その後、フリートーキング

形式で意見交換を行い、先﨑市長と教育委員の皆様方との教育行

政に対する方向性の確認をしていただければと考えております。  

それでは、先﨑市長のごあいさつをお願いいたします。  

 

先﨑市長： それでは、２月１３日に新しく市長に就任しました先﨑でござい

ます。よろしくお願いいたします。本日は、平成３０年度第２回の

那珂市総合教育会議に教育委員の先生方におかれましてはご多忙中

の中ご出席いただきまして誠にありがとうございます。また平素か

ら子どもたちの健全育成、本市の教育行政の推進にご尽力をいただ

いておりますことを心から感謝を申し上げます。さて、現在インフ

ルエンザが猛威をふるっているとのことで、市内の小・中学校で学

級閉鎖のみならず、学年閉鎖も相次いでいるとのことであります。

市としましても、これ以上の感染拡大を防ぐため注意を喚起してお

りますが、１日も早い収束に向け、より一層の情報発信に力を入れ

ていきたいと思っております。 

本日の協議事項は２点ございます。 

１点目は、第１回総合教育会議で協議いただきました新しい那珂

市教育大綱の決定。 

２点目は、現在の那珂市教育大綱の進捗状況について報告をして

いただき、教育現場における取り組み状況を確認し委員の皆様と意

見交換を行い、今後の進め方などを改めて確認できたらと考えてお

ります。 

子どもたちは那珂市の宝であり、未来を担う子どもたちが安心し

て教育を受けられる環境を整えるとともに、総合教育会議におきま

しても、皆様方との意思疎通というものを図り本市の教育課題や目

指すべき姿というものを共有し合いながら、さらに教育行政を推進
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してまいりたいと考えておりますので、一層のご支援、ご協力を重

ねてお願い申し上げます。 

私も県におりましたが、部局と教育庁となかなか意思疎通が難し

いのかなと思うこともありました。職員の皆さんは一生懸命やって

いますけれども、やはりどうしてもそれぞれの部署でそれぞれのや

り方がある。しかし、昨今のいじめ問題に端を発した現場での非常

に悲惨な事故とか色んなものを踏まえたときに、やっぱり部局と教

育現場、教育委員会がきちんと連携をしなくちゃいけないというこ

とで、県においても知事と教育長さん、教育委員さんが会議を行っ

ております。そういったことを通して、やはり市民にあるいは県民

にきちんと責任を果たしていく。そういった意味からも、総合教育

会議というのは非常に重要な場と考えております。 

また、特に今日は教育大綱の審議もございます。教育大綱にはす

べてのことが網羅されておりますので、そういったものをきちんと

つくり上げていくっていうことが、本市の教育振興には非常に大切

なことというふうに考えております。本日また、よろしくご審議、

ご協力をお願いしたいなというふうに思っております。  

教育という幅広い捉え方の中ではたくさんの見方があります。私

も若いころから色々なことをやらせていただきました。青年教育、

社会教育という分野を非常に私は大事にしていまして、そういった

中で色んなことを経験させていただきました。大別しますと、おそ

らく学校教育、そして社会教育という大きな２つのくくりになって

いくのかなというふうに思っています。最近では、就学前の家庭教

育、幼児教育をどうしていくかということも大変話題になりました

が、そういった観点も当然捉えなくてはいけないというふうになる

と思います。 

学校教育はおそらく子どもたちの成長を見守っていく、地域の宝

と申し上げましたけども、そういったところととらえたときには、

非常に大きなウェイトを占める学校教育もそういう部分にあると思

っています。昔から知育、あるいは徳育、体育と言われますけども、

子どもたちが豊かな情緒を持って本当にバランスのとれた成長をし

ていくために、教育現場が果たす役割は非常に大きい。そしてまた

地域もそのことをきちんと支援していくような体制をつくらなけれ

ばいけない。そのこともずっと感じてまいりました。そういった意

味では、学校教育は子どもたちが社会に巣立っていくまでの非常に

基礎的なものをきちんと教えていく場であると私はいつも考えてお

ります。 

残念ながら、時代の流れの中でどんどん変わってきました。もう

色んなものまで学校に、例えばしつけの問題なんかも、学校でやっ

てくれ。本来家庭でやるべきものが、学校にどんどんどんどん先生
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方の負担が増えていく。私も県庁にいたときに、ある同級生が学校

の校長をやっていましたけども、先﨑、あまり議会で急にこのこと

を調査してくれなんて言うなよな。その一言で学校の先生らがどれ

だけ大変になるか。教育長から指示があって、３日以内に数字を出

せと。学校の先生方は今やっている仕事を止めて、そのデータ拾い

を一生懸命やらなきゃならないのだと。あまり議会で余計な質問す

るなよと同級生の校長先生に言われましたけども、それでもやっぱ

り関心があることは、どうしてもデータを必要としますのでやって

いただきましたけれども、それほど先生方の業務も多岐に渡ってい

て、大変な状況だというのはお聞きしています。 

また、ある市内の学校の校長先生に話を伺ったときに、議員時代

でしたけれども、先生何が一番困っているのですかって、何が一番

要望したいですかと聞いたら、先﨑さん、先生１人でも増やしてく

れ。とにかく大変なのだと。子どもたちも色んな環境の中で学び、

色んなことやっていますけども、小人数学級というのは県もずっと

やってきました。３５人学級。大分進んできました。しかし、本当

に子どもに寄り添いたい、子どもの色んな課題にやっぱり親身にな

って寄り添ってあげたいっていう先生方の希望は強いのですね。そ

ういうことを考えると、もっともっと小人数学級も進められるべき

でしょうし、現場の先生方の負担を少なくして、色んなことに対す

る負担を少なくして本来の業務である子どもたちと向き合う。そう

いう時間を長くとってやるっていうことが、私は大事なことなのだ

なというふうに思っています。これは人員配置のことなんかもあり

ますから、教育長さんはじめ色んな方々にお世話になりながらやら

なければならないことでありますけれども、どういったことがこれ

からできるのか検討しながら、先生方のそういう意味での本来やる

べきことに集中できるような体制が必要だと思います。 

あともう一つは、働き方改革も言われていますけれども、非常に

実態を知って愕然としました。まさしくブラック企業だと。学校の

先生は、そういう中で果たして次の時代を担う若い先生方がその戸

を叩いてくれるのか。県議会でも大分やりました。現場の先生方も

一生懸命になって実態調査をして改革の改善委員会をつくって進み

始まったところです。市レベルでもやっぱり身近なところから、そ

ういったことも考えていかなくちゃいけない。先生方の働き方改革、

そういったものもあるのかもしれません。部活動がよく例に挙げら

れますけども、そういったことも含めて保護者の理解もいただきな

がら、本当に子どもたちのために、どういった体制をつくっていっ

たらいいのか。そのことは、これからも考えていかなくちゃいけな

いのではないかなというふうに私は考えております。 

学校教育が基礎であれば応用編はやっぱり社会教育になってきま
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す。どうしても社会教育っていうと、あまりスポットが当たらない

ように感じているのですけども、先ほど申し上げました幼児教育、

就学前教育を中心とした家庭での教育、そういうのも大事です。今、

幼保連携あるいは幼保小中連携ということが進んできましたので、

そういったことも通しながら、やっぱり就学前の教育課程における

教育なんかもしっかりしていかなければならないというふうに考え

ております。 

そして、私が青年時代、色んなところで色んな勉強させていただ

いた、青年教育。青少年教育といってもいいかもしれないですね。

社会に出てからなかなか学生時代は一つの箱にいますから、教育す

る環境は割と整いやすい。しかし、社会に出るとそれぞれのフィー

ルドが違いますから、その人たちに、例えば働いている若い青年た

ちに教育の場を、学ぶ場をつくりたいとしても、なかなか今度は箱

がないですから、厳しいですよね。公民館とか色んなものがそうい

う機能を果たしていくのでしょうけども、なかなか呼びかけても若

い人たちが集まらない。結局は集めやすいご婦人層とか、年配者の

方々を中心に講座をしていくというのが、どうしてもやっぱり、現

実になりがちです。私は本当に大事なのは若い人たちにこの地域の

未来を託すためにどういう学びをしてもらったらいいかっていうこ

とをきちんとやっていく必要があると思うのですね。そのことをや

らない限り、やっぱり地域の未来はない。子どもたちに色んなこと

を学んでもらいます。でもそれは基礎であって、その基礎を応用す

る社会の中で学び続けていくっていう姿勢ができなければ、その地

域を担っていく、背負っていく若い人は育っていかないというふう

に思っているので、公民館教育を中心としたそういう一般に対する

教育なんかももっと力を入れていかなくちゃいけないのかなと。那

珂市は８つの地区があります。神崎、額田、菅谷、後台、戸多、芳

野、木崎、瓜連。この８地区の地域でそれぞれが特色を持った、神

崎のことはおいら神崎の若い者が何とかすっぺ。戸多のことは、戸

多の若い者が何とかすっぺよ。そういう気概が地域から起きるよう

な社会教育をやっていかないと。子どもたちは一生懸命育てました。

でも、社会に出て、地域と少しずつ離れていってしまう。地域の絆

と触れ合うことが少なくなっていくなんていうことで、残念な結果

に繋がっていくようなことはあってはいけないというふうに思って

いまして、そういった意味では、社会教育をどういうふうに充実し

ていくか、これも大変大きな課題です。仕事っていうのは、課題、

ハードルが高いほどやりがいがありますし、そのことに取り組まな

ければ、本来求める結果はなかなか出ないのじゃないか。例えばご

婦人層とか、高齢者の皆さんというふうに、これもあまりいい例え

じゃなかったかもしれません。そういう方々も本当に一生懸命大変
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な中で、生活をしているわけですから。でも、比較的声かければ集

めやすい方々を集めての教育の場というのも大事ですけども。それ

にプラスして、地域の将来を担っていく若い人たちに、どういう学

びの場を与えていくかというのが、私は地域の未来を左右する大変

重要なポイントになっていくのだと思うのですね。そのことが地域

間競争にも勝っていく、共生社会なのですけども。それでもやっぱ

り自分たちが誇りと生きがいを持って地域に残っていける、そうい

う魂をつくっていくのは、まさしく社会教育じゃないかなと私は思

っていまして、そんなことをこれからずっと皆さんと一緒に考えて

いければいいなというふうに思っております。  

生涯学習の時代です。本当に小さいお子さんから御年配の方まで、

一生涯学び続ける、学びのフィールドはたくさんあります。そして

学びの場面もテーマも、色んなものをもう１回掘り起こして、頑張

っていきたいなと。額田城の話も色んなとこで聞きました。北関東

最大の中世の城郭跡ですよね。埋もれている。もったいない。那珂

市をもっともっとＰＲできる、そしてみんなのふるさと意識をもっ

ともっと喚起できるポイントと思うのですね。みんながオール那珂

市、オール那珂市役所で考えていく。単に教育だけに任せてはいけ

ない。そういう意味では、教育は人づくりですから、人材づくり那

珂市をどうするかっていうのも、また教育。国家１００年の計は教

育にありとか、米百俵の話もありますよね。みんなで分ければ一瞬

にして食べてしまうお米。学校をつくろうとそういうふうに判断し

たときの先人たちの思いを考えれば、やっぱり教育こそ那珂市をつ

くっていく原点かもしれない。そういうことを考えれば、人材を起

こして那珂市をどんどん発展させていく。那珂市をつくっていく。

産業も福祉も、やっぱり原点にあるのは人ですから、人をつくるの

はやっぱり教育です。教育も色んな教育があります。そういうこと

も含めて、私は教育委員の皆様に、先生方に、これからもお世話に

なりながら、よりよい那珂市の教育をつくっていければと、そのよ

うに考えております。こういう機会なかなか年数回ですから、貴重

な機会になると思うのですけども、忌憚のないご意見、色んな話を

伺ってこれから那珂市の教育づくり、人づくりに進んでいければい

いなというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いをい

たします。 

 

渡邊総務課長： はい、ありがとうございました。それでは教育委員さんとの意見

交換ということになりますけれども、今回先﨑市長とは初めての方

もいらっしゃいますので、教育委員さんのほうからもまず自己紹介

をしてからお話をしていただきたいと思います。まず、中澤委員の

方から自己紹介と一言ご挨拶をお願いいたします。 
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中澤委員： 教育委員をさせていただいております中澤明です。よろしくお願

いいたします。一言ということですが、今、市長さんのほうから

色々な学校教育、社会教育に対する思いを聞かせていただきました。

その中で私が思ったのが、学校教育という場においては、子どもと

の触れ合いの時間を増やす。これは本当に教員としての原点なので

すよね。ですから我々も現場に行ったときには、子どもといかに触

れ合う時間を増やすかっていうこと。それに付随して色々なことを

やってきたわけですが、今現在のところ、確かに働き方改革云々、

あるいは教員の世界はブラック企業だとか言われていますけれど、

子どもと触れ合うことが嫌いだっていう場合は、もうその人はもう

私、教員としての素質はどうなのかなあといつもそういうふうな感

じを思っております。また、具体的なものが色々お話できればと思

います。よろしくお願いします。 

 

渡邊総務課長： はい、ありがとうございました。続いて小笠原委員からお願いい

たします。 

 

小笠原委員： よろしくお願いいたします。教育委員を大分させていただいてお

ります小笠原と申します。よろしくお願いいたします。市長の話

を伺って色々と多岐に渡るお話と、こういうことをされたいのだ

なということを同時に聞いて、やっぱり課題が大きいほど、でも

一方でこちらもわくわくするようなすごく期待がわくようなお話

しをいただいて、とても興味深く聞かせていただきました。やっ

ぱり働き方改革については、すごくこれから重視されていくもの

だと思うのですが、私もどうしたらその働き方が変わっていくの

かっていうのをいつも考えているところであって、その中には、

人を増やすっていう、どちらかというとハードな面と同時に、そ

の意識を変えるっていうこともすごく大事だなと思っています。

例えば学校だとどうしても担任がいるので、その担任がすごく自

分のクラスは自分の城という感覚が強くて、やはり１人で抱え、

又はいざ助けを求めることをよしとせずに頑張ってやろうという

意識を変えることで、問題にはなるべく多くの人数でチームで抱

えることで、その人の非常に過重な労働だっていう意識を変える

っていうことも、働き方改革の一つかなというふうに最近思うよ

うになりました。現に部活動やそういう面では非常に負担を軽く

していただいて良かったとおっしゃる先生もいらっしゃいますし、

それからやっぱり最近は担任している子どもたちは自分のもので

はなくって何人かで様々な得意分野を持った先生たちが関わって

いて、その後にすごくいい対応ができているっていう話も伺って
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いますので、そういうことを多くの先生方に周知していただいて

意識を変えるということも、働き方改革の今後の重要なポイント

になってくるのかなと思いました。 

他にも生涯教育や社会教育とすごく興味を引かれる分野もあり

ますので、今後とも色々教えていただきながら、私も勉強してい

きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

渡邊総務課長： はい、ありがとうございました。続いて住谷委員からお願いいた

します。 

 

住谷委員： 住谷光一と申します。どうぞよろしくお願いいたします。もう何

年も教育委員させていただいておりますが、教育の問題は多岐にわ

たっていて、今市長さんが色んな教育問題を解決するための切り口

をたくさんお示しになされて、色々考えておられるのだなというこ

とがわかりました。私は教育の問題は、結局教育とは何かという、

大きなテーマがあると思いますが、それは文化伝統の継承であると

いうこの１点を外しては、教育は成り立たないと思います。ですか

ら、家庭の問題、学校の問題、社会の問題、色々挙げられると思い

ますが、教育問題の大きな問題は、大体家庭から発生すると私は考

えております。家庭で色んな虐待などがありますが、どうやったら

問題をなくすことができるのか。これはやはり歴史的に振り返って、

敗戦が大変大きな要因でありまして、家庭で子どもたちをしっかり

教育するということの自信をなくしてしまった。私の父も亡くなり

ましたが、非常に厳格でありました。それは結局、生涯にわたって

子どもたちが困らないようにという願いがあるのですね。私も教員

をしておりまして、担任もして、保護者面談がございます。そのと

きに、あるお父さんと家庭でどんなふうに教育されていますかとお

聞きしたら、私は子どもと仲よく兄弟のようでありたいというふう

に答えるお父さんが非常に多かったです。これちょっと愕然としま

した。父親はやっぱり全部とは言いませんが、厳しいものであり、

母親は慈愛に満ちたものであると私の家ではそうでしたので、そう

いうのが一般的な家庭のあり方かなと思いましたら、変わってしま

いまして、そこから男女の違いとか、色んな面で、そごを来すよう

になるということもあると思います。ですから家庭教育が一番です

が、それがだめだとなると今度は学校でしっかりしなくちゃいけな

いっていう。学校が今、ブラック企業の話も出ましたが、先生方も

なかなか子どもたちと関わっておられないという。実際は文部省か

らとか県とかから、色んなものが回ってくる。雑用が多すぎる。研

修と教育というのはどのように関わるかよくわかりませんが、あん

まりにも多過ぎるという。ここのところずっと欠点が見えるように
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思いますね。 

私は今の小笠原さんの瓜連の常福寺の場所をお借りして、いわば

社会教育みたいな講座やっておりますが、若い方は来ません。ほと

んど来られるのは７０代から８０代。先日私の恩師が見えましたが、

多分８７歳くらいかと思うのですけど、ビックリしました。学ぶ意

欲がすごいというのもまた年寄の特徴ですが、それにしても若い

方々がそういう人間としてどうあるべきかということをあまり関わ

りたくないっていうような雰囲気もございまして、色んな観点から、

教育の問題は難しいなというのが率直な実感でございまして、市長

さんが今色々おっしゃられたことと全く同感であります。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

渡邊総務課長： はい、ありがとうございました。それから大変申しわけございま

せん。申し遅れましたが本日教育委員の佐藤哲夫様が都合により欠

席となっております。続きまして大縄教育長の方からご挨拶お願い

いたします。 

 

大縄教育長： 教育長の大縄でございます。市長とは就任前に１回だけお話をさ

せていっていただく機会があったわけですけど、今回このような

席で市長の熱い思いをお伺いいたしまして、私も教育長として、

いま一度その那珂市の教育というものをしっかりと振り返りなが

らこう先を見通した取り組みというものを考えていかなくちゃな

らないなというふうに今改めて感じたところです。市長のお言葉

を借りれば、逆にそれは一つのやりがいでもあるのかなと。教育

委員さんとは定例の教育委員会をはじめ、協議会の中でも今まで

もざっくばらんにお話をさせていただきましたし、これからもざ

っくばらんにそういう話をしていきたいなというふうに思ってい

ます。あわせてこの総合教育会議も、そういう会議でありたいな、

あって欲しいなと。お互いの思いをぶつけ合いながら、やはりす

べては子どもたちのために、すべては市民のためになる教育をみ

んなでつくり上げたらいいな。そんな思いでおりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

渡邊総務課長： はい、ありがとうございました。それではしばらくお時間をお取

りしたいと思いますので、今のお話の中で何かお聞きしたい点であ

るとか、話し合いたい点であるとかありましたらば、自由に発言を

していただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

先﨑市長： 住谷先生、常福寺さんお借りして講座をしているということです

が、どのような講座ですか。 
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住谷委員： 歴史民俗資料館の館長の仲田先生からお声がありまして、今年は

明治１５０年なので、それに関する講座を一つ持ってくれないかと

いうことで、私も一つ岡倉天心と明治維新というテーマでお話させ

ていただいたのですが、６人体制のようで、それぞれ皆さん色んな

方が色んなテーマでやっておられます。最初、那珂市の中で何人来

るだろうか。２０人かなということで考えておったのですが、ふた

を開けてみたら７０人超えまして、申し込みが多すぎてお断りして

いるのです。今年もまた予定はあるのですが、若い人が聞いて欲し

いねっていう話で始まりましたが、ほとんどいらっしゃいません。

おそらく一番若いかたが４０代でしょうか。最高齢のかたは８０代

の後半ということで、ただその皆さんはすごく色んな知識をお持ち

で、後で鋭い質問がどんどん来るのですね。ですから、年寄のかた

はかなり意識が高いなという気がいたします。どうしたら若いかた

がお話を聞いてくださって、少しでも自分を高めていけたらという

ふうに考えていただければいいのですが、その辺が最近どこの講座

もそうですね。年寄のかたは積極的で、長生きしているせいもあり

ますが、なかなか若いかたが集まらない、忙しいっていうこともあ

ると思います。以上でございます。 

 

先﨑市長： 常福寺の庫裏か何かをお借りしているのですか。 

 

小笠原委員： 園の分園の２階でやっております。 

 

先﨑市長： そうですか。やっぱり若い人たちが意識を、さっき小笠原先生か

らあったように意識を変えていく、意識をどう持っていくかってい

う働き方改革に通じるものがあると思うのですがね。私もやっぱり、

自分でこういう仕事をやっているので、歴史は大事だなと思って、

なるべく機会をとらえて、それでも全然学びきれないのですけども、

でも知らないよりは知ったほうがいいっていうのと、これは市の職

員さんなんかについても言えることなのですけど、やっぱり自分の

目の前の仕事だけやっていればそれでいいっていう、これ誰もそう

ですね。やっぱり幅が広がらないですね。先週横手市の高橋市長さ

んという若い市長さんと会ってきましたけど、凄く歴史を分かって

います。やっぱりリーダーになる人は歴史をきちんと勉強するとい

う、４０歳くらいとまだ若い人ですけどよく知っていますね。南部

藩のこと、岩手のこと、自分の高橋のルーツはどこなのだとか、佐

竹との関係とか、勉強していましたね。だからやっぱりなるべくし

てなった人なのでしょうけども、それにしても、色んなところでそ

ういう過去のことをきちんと学ぶ温故知新。要は、非常に大事なこ
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となのですよね。だからそういうことをやっぱり今度は若い人たち

に。年配のかたも大事ですよ。私の親父は大分早く死んじゃったの

です。私が１８歳のときなのですけども。親父が生きていたらどん

なことを言うのかなっていうのが、親父の年に何となくなってきて、

６０近くなってきて、何となく気になってきたというか。あと、自

分の祖先とか、おじいちゃん、おばあちゃんのこととかっていうの

に興味が出てくる年代になっていくのでしょうけどね。首を垂れる

稲穂じゃないけども、実ってくるほどそういうものに関心が高まる

年代なのでしょうけども、でもそれは自然な流れでむしろ若い人た

ちにそういう気持ちをどう向けていけるのかなっていうのが私は那

珂市発展の大きな鍵になっているのではないかなと思っているので

すね。だから、今おっしゃったようにそれを若い人たちにどう関心

を向けてもらうか。もしかしたら、やっている時間帯の問題があり、

平日なんかとても行けないかなとかね。最低でも、夜７時からやっ

てくれないと行けないかなとかね。そういう条件を整えていっても

来る人はぱらぱらだったりするのですけどね。でも、そういう色ん

なことを考えながらやっていかなくちゃいけないのかなと、非常に

大きな課題のような気がしますね。 

 

住谷委員： 私陶芸のボランティアをやっておりまして、水戸市内７校でやっ

ているのですが、お茶碗をつくってお茶会やるのですよ。お父さん

お母さんをお呼びして、そこで、立てて差し上げます。親に対して。

それをちゃんとしたデモンストレーションをしてから子どもたちは

正座をしたままちゃんとお茶碗を出すのですね。そうすると、お母

様は大体涙流していますね。そういうことはたいしたことではない

と思うのですが、子どもたちにとって、ものすごいインパクトがあ

って、お父さんお母さんも子どもを育ててよかったなっていう、そ

の瞬間がすごく充実感があるということをお聞きしています。だか

らこそそういう機会をつくるということは大事だなと思います。学

校の先生がやるよりも外から来たおじいちゃん、おばあちゃんのよ

うなボランティアがやる方が効くのですね。先生に言えないような

こともベラベラ言いますから色々面白いですね。 

あと、常磐神社の義烈館で刀を磨いているのですが、刀剣女子が

凄いのですよ。この前やりましたが１，２００人来ました。ですか

ら、そのブームというのも、刀を通じて伝統文化に繋がりたいって

いう欲求を女の子が持っているのですね。何で男が来ないのかなと

不思議なのですけども、そういう色んな経験させていただいている

と歴史に対する欲求っていいますか本当のことを知りたいっていう、

本当のことが歴史の教科書に書いていないということが子どもたち

は薄々感じておって、それを探しに来ているのではないか。どちら
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から来ましたかと聞いたら私京都から来ましたと。京都から幾らか

かるかわかりませんが、それでも来るのですね。写真１枚撮って喜

んで帰っていくという。これは一体何だっていう。そういうことを

色々実感しますね。 

 

先﨑市長： 中澤先生、長く子どもたちと関わってきて、さっき住谷先生が、

子どもがお茶を入れてくれて親がポロっときちゃったっていう、子

どもたちがどこかで変わる瞬間があるというか、非日常かもしれな

いのですけどもね。子どもたちがやっぱり自分の個性とか、多分長

い人生の中で色んなことを経て、人ができていきますよね。特に子

どもたちが小中学校の時代に感動することとか、達成感とか、そう

いうのを教育の現場はやっぱりどういうふうにして用意したらいい

のかっていうか。さっきのは学校外だったのでしょうけどもね。学

校内でもそういう努力を一生懸命されているのでしょうけどもね。 

 

中澤委員： そう、学校の中においてそういうふうな達成感、これはやはり中

学校なんかの場合には、自分たちが計画して何か行事を行ったって

いうふうなところでの達成感。例えば文化祭っていうふうな一つの

行事、それに対して君たちが企画運営をしてみてくださいと任され

た場合においては、意外と子どもたちはやるのですよね。そして、

その出来上がったとき、みんなでやったーっとなって、脇から見て

いて子どもたちにやりがいをもたらすことができたのだと強く感じ

ます。 

やっぱりトップダウンでこれやってみろということで、子どもた

ちに任せちゃうのは、小学生においても中学生においても、やらさ

れているのだっていう感覚がやはり強いと子どもたちにおいてはや

はり達成感というのはどうしても出てこないのかなと今までの経験

上あります。 

ですから小学校なんかの場合においても、例えば卒業遠足は班別

行動にしようと。そして、この班別行動は君たちが自由に計画して、

やってみてくださいというふうなことですと、子どもたちは一生懸

命色々な地域の情報を集めてきて、今ですとインターネットなんか

を使って色々こうやるのでしょうけれど、そういうふうに調べて自

分たちはここでこんなものを見ると、そしてここに行くのだという

ことをやって、そういうふうなやった経験をさせておきますと、中

学校での修学旅行の班別行動、京都市内といってもさらにもっと充

実した形でできるかなと思っております。 

 

先﨑市長： 先生方は色々問題を抱えている中で、今のお話の中でやっぱり信

じてやるっていうかね、子どもたちの能力を信じてやる。このぐら
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いなら頑張ってできるだろう。頑張ってほしいなって信じてあげる

っていうのは、確かに大事かもしれないですよね。１から１０まで

お膳立てしちゃうと、やらされている感が強くなったりするみたい

なこともあるのかもしれないね。 

小笠原先生どうですか。私は先ほど社会教育のことを言いました

けど、昔はお寺とか神社で、手習いをしたり、そこが子どもたちの

遊び場だったり、今もね、そういうことになっている部分もあるで

しょうけども。やっぱりそういうところが地域の中で果たしていく

役割というのは、こういう時代だからこそ大きいと思うのですけど、

それをどう今の人たちの生活の中に溶け込ませるか。さっき言った

年配の方々なんかやっぱり興味があるかもしれないですよね。寺社

仏閣でも若い人を、子どもたちをということについて考えているこ

と何かありますか。 

 

小笠原委員： はい、先ほど市長のお話の中に学校を終えた若者の教育もすごく

大事に思ってらっしゃるっていうのを聞いて、私たちは子どもの

頃は高校生会なんかがあって、小学生に高校生がたくさん遊んで

くれたり教えてくれたりしたなんていうことをちょっと思い出し

て、今の若い人たちは、すごく学びたいっていう気持ちとか、人

の役に立ちたいという意識を持っているのだけども、それをどこ

で発揮していくかっていうのはすごく迷っているところもあると

思います。現に今保育園の保護者はすごく若いですけども、その

若い保護者も、子どもを預けられれば、自分たちももっと色んな

ところ、例えば奉仕活動であったり、それから、地域のお祭りで

あったり、そういうところにも行きたいのだ。でもやっぱり、子

どもがわーって行っちゃうとそちらに行かなきゃいけないし、や

っぱりいまだにその子どもが自由にわーわー動いて遊んでいるこ

とに対して、その親は何やっているのだっていう目をいつも気に

している。だから、地域で育てる重要性っていうのは、例えば私

たちは境内を掃除しているとちょっと手伝ってやっけとか言って

きて手伝ってくれる子もいるのですね。やっぱり小さいうちから

多くの目で温かく見守ってあげるっていうのが凄く大事だなと思

うのですけども、なかなかそれも難しい面もあるので、今だった

ら、幼稚園、保育園の実際お子さんを預かるところで、親の学び

たいという気持ちを肩がわりするような催しであったりそういう

ものたくさんやりたいっていうことは思っています。 

 

先﨑市長： はい、ありがとうございます。教育長どうですか。今までずっと

聞いていて。 
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大縄教育長： 総括的な話でもないですけども、例えば先ほど達成感が学校内で

という中澤先生おっしゃられたように、とにかく任せること、私

も現場にいた人間として中澤先生もそうですけれども、意外と教

師ってそこが難しいのですよね。任せようとはするのだけど任せ

られない。やはり、我々の教師の性みたいな一つのこういう枠が

ある。その中で何とか納めさせようとする。だからそこをやっぱ

りどう変えていくか。やっぱり我々教師一人一人の意識が変わら

なくちゃならない時代だし、変わっていかないと今の時代の教育

にはついていけない時代にもなってきているなという気がします。

例えば、私たちが今この年代になって、我々が若いころ、こうい

うだったよね、こうやればよかったよねというのはもう通用しな

い時代になってくる。そこに色々と創意工夫をしていかないと。

そして今の時代にあった、考え方にあった教育をしていかないと

教育だけが取り残されてしまう。色々と形は変わってきている。

要領も変わってきている。目指す方向も変わってきているのに、

教師だけがそこについていけなくて、例えばＩＣＴが進むと、私

もそうですけども、なんかパソコン難しいよね、目の前にあるプ

ロジェクターどうやって操作するのよということになっていって

しまう。ただそれがやっぱり教師の意識をどう変えていくかって

いうことは特に学校教育の中においては、私は大きいという気が

しております。 

それと、生涯学習、社会教育においては、先ほど市長のお話を伺

っていて私も思ったのですけれども、今これだけ働いている人が多

い中で、ＰＴＡ活動も含めて実際にそういうかたにどんな場面でど

んな機会で何を勉強していってもらったらいいのかなっていうのは

とても難しいなっていう気がします。その一つがやはりＰＴＡ活動

の現れにはなってきているのかなっていう気も私自身はしています。

ＰＴＡのあり方そのものをどうのこうのなんていう根本的なことよ

りも、単純に子どもの応援団であるのだという学校の応援団である

のだっていう、そういう意識のもとでやっていく方がいいのかなと。

子ども会にしても何しても。そもそも何から始まるか難しくて、出

発できない、新たな取り組みができない、そういうものすべて取っ

払って、今できること、何をどう動けばいいのよという、そこに絞

ってやっていったら、私はまた新たな動き、取り組みっていうのが

できてくるのかなという気がします。ただ具体的にどうするのかっ

て言われると、なかなか難しいのですけれども、そういった話し合

いを色んなところでしていくことが大事なのかなという気がして、

これから私も、そういったことも含めて何をどうするということは、

教育委員さんも含めてうちの事務局、事務方とも、話し合いをしな

がら、那珂市の目指す教育、学校教育ばかりじゃなくて生涯教育も
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含めた方向性というのはしっかりと見極めていきながら、その時代

時代に合った教育というものが、ある意味那珂市の特色になって今

風の言葉で言うと、那珂市スタイルになっていくのかな。そんなも

のがつくり上げられたらいいなと。例えば先ほどの就学前教育にも

そうですけれども保幼小中に何とかしていきたい。そうすると０歳

から生まれてきたときから、いわゆる義務教育の終了の１５年間の

教育というものが那珂市スタイル的なものなんていうのができ上が

ってきたらもう本当に素晴らしい。地域を巻き込んだ若者を巻き込

んだことをしていけば、将来的には、那珂市に戻ってくる、那珂市

がいいね、那珂市のために、そういう考えを持つ子どもたちが、あ

るいは青少年が増えてくるのかなという思いがしています。ただ、

一朝一夕にできるものじゃありませんので、その辺の中長期的なビ

ジョンというものをしっかり持ちながら進められればいいなという

ふうには思っているところです。何かまとまりのない話になってし

まいましたけれども以上です。 

 

先﨑市長： 先ほど話にも出ましたが、那珂市に高校生会はありますか。 

 

髙安生涯学習課長： 高校生会につきましては、一応ございます。人数的には、５、

６名といったところです。 

 

先﨑市長： この間の土曜日かな。市長就任する前だったのだけど、県西生涯

学習センターの主催で、地域活動の発表会、那珂市の額田の子ども

たちのまちづくりのもあったのですけど、私は高校生会の文化会に

入ったのだけども、境高校と、岩井のあの辺の高校生会が非常に活

発で、３０人ぐらい会員さんはいるのだけど、要するに小中学生の

キャンプとか色んなものの指導をお兄さんたちがするのですよね。

それが終わると今度は成人式の実行委員にスライドしていくってい

う流れがちゃんとできていて、中学生も今度卒業すると、高校生会

のお兄ちゃん、お姉ちゃんのようなことやりたいなということで上

手く循環しているのだという話を。年間一生懸命活動していて、多

分一生懸命ケアしているからなのでしょうけども、子どもたちが任

された、任せられているっていう感じを持って一生懸命やっている

っていう。ちょっとコアな話になっちゃうけど高校生会なんかも、

やっぱりもう少しなんとかしないといけないのかなっていうね。ど

うしてもあの年代は部活を一生懸命やっているからね。でも、部活

をやっている子も入っているからね。いつも会議でなくてもいいよ

と。そのときは、会議の内容全部ラインで知らせてあげて、やっぱ

り今時の子どもなのだろうね。だから、やっぱり阻害しないという

か、いつ来てもすぐに話しに加われる。だから、今時の子どもたち
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なのだなっていう。先ほど教師の意識を変えないといけないという

話もありましたが、昔だったらこうだっぺってのは今通じないです

ね。だから、子どもたちは努力して工夫しているので、若い人たち

の特に学生さんの学ぶ場というか連帯して何かやるという体験の場

は、高校生会なんかにはまるなって思いました。以上です。 

 

渡邊総務課長： はい、ありがとうございました。皆様の色々の教育に対する思い

が聞けて貴重なお時間だったと思います。 

それでは、この後の協議事項につきましては、市長が議長となり

まして、会議を進めていくことになります。 

それでは、市長よろしくお願いいたします。 

 

先﨑市長： それでは要綱に基づき議長を務めさせていただきます。どうぞ円

滑な議事進行にご協力をお願い申し上げます。  

なお、本会議につきましては、規程によりまして、原則公開とさ

れておりますので、公開で行いたいと存じます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

それでは早速、お手元の資料に基づきまして協議に入ります。  

まずは、次第３番の協議事項の１番。「那珂市教育大綱（案）に

ついて」事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局： 総務課でございます。よろしくお願いします。  

説明に入る前に、まず資料の方の確認をさせていただきます。 

（配布資料の確認） 

それでは、まず、第１回総合教育会議においても協議させていた

だきました平成３１年度から平成３４年度までの４カ年の計画とな

ります「新那珂市教育大綱」について改めて内容を説明させていた

だきます。 

（説明） 

 

先﨑市長： 当市では、平成３０年度より新たな第２次那珂市総合計画が策定

されており、当該計画は、教育のみならず、まちづくりの根本とな

る計画でございます。 

この考えから、今回の大綱についても、全く新たな理念や方向性

となるようなものをつくるということではなく、総合計画との整合

を図った大綱を作るということで、総合計画の教育分野における施

策を、大綱として位置付けていきたいと考えております。  

この説明で何かご意見、ご質問がございましたら頂戴したいと思

いますが、どうでしょうか。どうぞご遠慮なくお願いいたします。 
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小笠原委員： この大綱はどのようなかたちで市民にお知らせするのかをお聞か

せ願いたいと思います。というのも、すごく読みやすくて、簡潔

なので、これならば、皆さんちょっと関心を持って見ていただけ

るのではないのかなと思います。 

 

先﨑市長： はい、事務局。 

 

渡邊総務課長： はい、基本的にはホームページに掲載することにとどめておりま

す。これのもとになる那珂市総合計画についてもホームページに

は掲載しております。その中の教育の部分を抜粋したものという

ことで、またこれはこれで教育大綱ということで、ホームページ

上に掲載をしていきたいと思います。 

総合計画のダイジェスト部分は、多分紙１枚か２枚ぐらいで見開

きであるのですけども、これは全世帯に配付しております。 

 

先﨑市長： 要するに総合計画が全部できるよね。その中の第４章の部分が教

育大綱というふうに見ていただけるということで、総合計画はきち

んと紙ベースでもできているわけだよね。これはどの辺まで配付さ

れるのだっけ。 

 

渡邊総務課長： はい、総合計画の冊子になっている部分については市役所の係長

以上に配付しております。 

 

先﨑市長： どうですか、委員さん、今の回答で。 

 

小笠原委員： はい、例えば、保護者の世代が、これを見るのはどういうときか

なって考えたときに、先ほど教育長からお話があったＰＴＡなん

かでたくさん学校の資料なんかをいただくのですけども、そうい

うときに市としては、こういうことで、教育を進めていくのです

よっていう資料としていただけると皆は目を通すのではないかと

ちょっと思ったのですが。 

 

先﨑市長： はい、どうぞ。 

 

渡邊総務課長： はい、そういうご意見もございますので、学校のかたにも、ある

程度印刷しまして、学校を通して、各家庭に教育大綱できましたと

いうことでお知らせすることも可能ですので、その辺は今後検討し

ていきたいと思います。 

 

先﨑市長： 全体的な流れが分からない中で、事務量との問題もあると思うの
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だけど、やっぱり今委員さんがおっしゃったように、関わってくれ

る人たちにもある程度理解をしてもらう必要は当然ある。難しくて

読み切れないのではということは抜きにして。総合計画というのは、

市の施策を進めていく上での基本ですから、そういう中で、こうい

ったものができたよっていうことをやっぱりお示しするのは大事な

ことだと思うのですよね。 

本当はダイジェスト版でもいいから第４章に関するものができて、

ＰＴＡの役員さんとか関わる人なんかに見てもらうというのは大事

な取り組みなのだと思うのですよ。どのぐらい反響があるとかって

いうのは先の話で、やっぱりこういったものができて那珂市は４年

間この計画に基づいて那珂市の教育が進むのですよっていうことを

理解してもらうだけでも。中の一言一句を理解しろといってもなか

なか一般のかたには無理ですよ。だけど、そういう姿勢を示すとい

うことが大事なことで、どうせ見せたって分かんねぇからっていう

のは駄目なわけですよね。そこを丁寧にどういうふうにしたら皆に

理解してもらえるか噛み砕いてダイジェスト版をつくるというのも

一つの方法なのです。そういうふうにして那珂市はやっていくので

すよということをお示しされないのかなというのが小笠原委員さん

の質問の中に含まれていると思うのですよ。だから、これは事務量

と予算の関係もあるでしょうからそういう意見が出たということを

ちょっとくみ取っていただいて、那珂市でできるもので、対応でき

るものでどうですか。 

 

渡邊総務課長： はい、今貴重なご意見をいただきましたので、前向きにできるこ

とは実施していきたいと思います。ありがとうございます。 

 

先﨑市長： 総合計画の第４章で施策１から施策６まであるのだけど、今説明

してもらった教育大綱は、施策５までとなっているけど、これって

何か意味があるのかな。 

 

渡邊総務課長： こちら総合計画の施策６は国際交流であるとか市民活動の部分で

あるということで、教育大綱では割愛はさせていただいたところ

でございます。実際に教育委員会の所管ではない、横手市との交

流であるとかオークリッジであるとか、これは教育委員会の所管

でないということでちょっと外させていただきました。 

 

先﨑市長： はい、了解しました。ちょっとその辺の説明で片一方は６つある

のに５つしか説明しないなと思ってどういうわけなのかなと思って

ね。所管が違うということでここは分けたと。だからこの施策６に

ついては別な方で出されると、当然総合計画の中で網羅されるのだ
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けども、所管課は別になるということで、ここにはテーブルに上げ

てないということね。わかりました。 

ほかにどうですか、委員さん。住谷委員。 

 

住谷委員： 去年までも大分この大綱につきましては、私ども意見を言わせて

いただいて、基本的な部分は変えられないというご説明でしたので、

大体言い尽くした部分がありますので、今さら申し上げることもな

いのかなとそれが正直なところでございます。以上です。 

 

先﨑市長： 中澤委員どうですか。 

 

中澤委員： はい、住谷先生がおっしゃったような形で、ここのところ示して

いただく前のところでは色々我々もこういうふうな思いがあるとお

話しして、こういうふうな形が出来上がったものですから、これで

結構かなと思います。 

 

先﨑市長： 基本施策の中で、豊かな心を育てる、はぐくむ、要するに２ペー

ジのとこなのだけど、下から３行目に小中学校の適正規模化につい

て検討しますとなっています。私はあとから入ってこんなこと申し

上げるのも申し上げないかもしれないけど、これまでの自分の思い

として、残念ながら戸多小学校と本米崎小学校が廃校になり、統合

もされました。これは、色んな県の指導とか、色んなこともあって

なのかもしれませんし、ただ、それに伴って地域の残念感というか、

本当にこう大変なものがある。これは教育という側面から見る場合

と、地域振興とかで見る場合とで色々見方があったものだけれども、

私自身の考えとしてはもうこれ以上統廃合はあまりしたくないと。

巷では、木崎小学校と額田小学校が統合の対象になるではとの噂で

すよ。事実ではないですよ。そういうことを心配する人もいる。次

は俺の学校かと。非常に地域は心配するし、適正規模というのは、

多分、私も色々これまで関わってきたなかでは、クラス替えするこ

とによっていじめの問題が緩和される場合があるとか、あるいは子

どもたちのやる気とかモチベーションが上がる場合もあるから、ク

ラス替えできないような規模になってきたときには考えなさいって

いうふうなことを言われたような気もします。だけど、地域によっ

ては非常に地域と一体になって頑張ってらっしゃる学校がある。日

立の山部小学校があり、児童数が３０人でした。それでも、地域的

な関係もあるのですけども、統廃合しないで頑張ろうと地域も一生

懸命になって、住宅団地を誘致して子育て世代を引き入れて学校に

通ってもらうという条件で非常に安い住宅なんかを提供して地域が

一緒になって頑張って学校を何とか残そうと頑張っているというこ
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とを考えると、この適正規模っていう言葉に私は違和感があるので

すね。教育上はこれでいいのかもしんないけども、地域の疲弊感っ

ていうのは大変なものがあって、それをやっぱり何とかしなくちゃ

いけないのかな。かといって子どもたちのことを考えると、そうい

うことも環境も必要なのかもしれない。やっぱり切磋琢磨する環境

も必要だと。そこの折り合いをどうつけていくかっていうのは大変

重要な課題なのかなと私は思っています。今のところそういう適正

化の計画はないですよっていうお話も伺ったので安心はしているの

ですけども、どんどん少子化が進めば、またそういうことに直面す

る場合もあります。よって、そういったときに慌てないように、ど

ういうふうにしていったらいいのかなっていうことも考えておかな

いといけないのかなと私自身は思っています。どこかでそういうこ

とももっともっと勉強、研究しなくちゃいけないのかなと思っては

いるのですけども。 

中学校は受験も控えていますし、部活動の問題、働き方改革のと

ころで部活動の話もありましたけれども、小学校とは違います。で

すから中学校の場合はある程度一定数を確保して次の機会に備える

というのは当然なのかなと思うのです。小学校の場合には、その地

域との関係とかそんなことも少し加味しなくちゃいけないのかなと

私は思っているので、皆さんもこれらについては色々な思いがある

かもしれないですけど、そのことはちょっとどっかで言いたいなと

思っていたので、今日の機会にちょっとだけ言わせてもらいます。 

他にはどうですか。十分これまでも揉んできたということで、特

になければ、ご承認ということでよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

先﨑市長： それでは、この内容で議会等への報告をさせていただきます。 

つぎに進めさせていただきます。 

続きまして、協議事項の２番でございます。「那珂市教育大綱の進

捗状況について」を議題といたします。 

事務局より説明願います。 

 

小 橋 学 校 教 育 課 長： （学校教育課所管分の那珂市教育大綱の進捗状況について説明） 

 

髙安生涯学習課長： （生涯学習課所管分の那珂市教育大綱の進捗状況について説明） 

 

先﨑市長： ただいま、現大綱に掲げた取り組みについて、事務局から全体的

な概要の説明がありましたが、特に、来年度に当市において開催さ

れます「いきいき茨城ゆめ国体（馬術競技大会）」の準備等につい
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て、現在どのように進捗しているか。 

また、この大会を機にどのようにスポーツ推進を進めていくのか。

ぜひ確認したい思いがありますので、説明をお願いします。 

 

萩野谷生涯学習課長補佐（総括）： （国体推進室から、国体の概要及び状況についてプレゼンテーシ

ョン） 

 

先﨑市長： ありがとうございました。那珂市の生涯学習の一環としての国体

の現状について、理解を深めることができました。  

私も、スポーツは心身を健全に保つためには必要不可欠なもので

あり、市民の誰もがそれぞれの体力や年齢、目的に応じて身近な所

で気軽に楽しむことができる重要なもの考えております。  

昭和４９年以来４５年ぶりの開催となる茨城国体をとおして、広

く市民の間にスポーツを普及し、市民の健康増進と体力の向上を図

り、地方スポーツの振興と地方文化の発展を図ることができればと

考えておりますので、様々な課題や苦労もあるかと思いますが、ぜ

ひ本市のスポーツ教育がさらに充実するよう、引き続き尽力をお願

いしたいと思います。 

それでは、以上で、本日の協議事項は終了いたしました。進行へ

のご協力、誠にありがとうございました。それでは進行を事務局に

お戻しします。 

 

渡邊総務課長： ありがとうございました。 

続きまして、次第５のその他で、今後のスケジュールについてで

すが、今回承認されました平成３１年度からの「那珂市教育大綱」

について３月中に部長会議に付議し、その後、議会への報告を行っ

てまいりたいと考えております。 

また、来年度の総合教育会議の開催時期については、改めて調整

させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

その他委員の皆様から特になければ、以上をもちまして平成３０

年度第２回那珂市総合教育会議を閉会といたします。 

慎重なご協議ありがとうございました。 


